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　　吾々ぽ先にPolarographによる癌の血清診断
に関し研究し，蛋自今は二重波を現わし，その第
II波はSH一，　SS一基に依る波である事，及びその波
高に関して，11i常人血清と癌患者血清との闇に：は，
’明らかに差のある事を示した1）。更に進んで，その
本態に関して，口下槍討を：加えつつある。本研究
はその一一環としてなされたものである。
　　短期間に急速な発育を途げつつある鶏四二の
圧搾液につV・て，そのpolarograph的蛋白波を発育
過程を追って追求する事は，癌患者血清に見るそ
の動行と関連して興味ある問題である。
実瞼方法
（P．1．）を求めた。
　　Protein　lndex　＝・　lhh／lh・SII／SI
　　　　Ih：第一反慮波高
　　　IIh：第二反態波高り
　　Sエ，SII：第一反慮及第二反慮撮影痔の分流器感度，本
　　　　　実験の場合ではジこ々i！so，1／20．
　　方法，実瞼野田及び波高測等等は前報1）と全く同じで
ある。
　　なお，対照の意味で成鵠め血滴についても同じく行っ
た。
　　　　　　　　　砂壁成綾
第1表
　　装置、：　島羽皇製polarograph
　　圧捲液の作り方：組織培養で行う如く2），卵殻を破っ
て胎見を集め，之を少量のRinger氏液で洗って体表に附
着している卵黄，卵白を除去し，乳鉢で磨峰し粥朕とする。
その駕状液を？，OOO囲，20分嗣湛心テ党澱し，その上澄液を使
用する。
　　なお実験は卵？卵5Ll，7　il，8i」，14　H，16日のものに
ついて行ったが，この中艀卵5H（23個体），7i［1（21個体），
8i’j（14個体），14i：1（2個体），16i」（2個体）を一緒にして
一一狽唐ﾉ処理して各期の圧搾液を作った。
　　polarogramの撮り方：上記圧控液につき，癌血清診：
断の方法と同じく，第一一反慮，第二反磨の二つにつき行い，
なおこオしからMti11er3）に從って次式からProtein　lndex
圧　　控　　液
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第2表
卵白液化水
第一反慮波高（mm）
策ゴ反噸皮高（mm）
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1）柴田茂雄・大原1払通：本号．
2）木村廉＝　組織培養，P．5．
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考 按
　　上記の実瞼成績を見ると．p第一反腱｛と第二反
慮との波高は，卿卵今期において大体『二行した埆
減を示しており，ユ4日に波高の極大がある。しか
しこの事には実験的な意味はない。何故なら，各
胎児の含水量の相違や，実瞼條伽こよる圧搾液の
蛋白抽出量の相違から，軍位容積当りの蛋白含量
が旧例によつで一・定していないからである。故に
第一反感，第二反，r，iSi’｛個々の波高の絶対値には意叫こ
を持たせる事ぽ出來ない。
　　しかし，第一・反回と第二反慮の波高の比即ち，
P・Lを取って．見ると，蛋白含量が異なってV・ても，
P・1・の性質から．見て，第一，第二反慮波高の絶対
値は異なるが，P．1．そのものは相殺されると考え
られるから，大略一定値を取る筈である。故にP・1．
を取る事によって，圧搾液¢）蛋自含量とは無関係
なt一一一つの係数を求める事が出來，それによって成
績を処理する事が出戸る。
　　〔第1表］及び［第1図］を見るに，もし各期
圧搾液の蛋白含量が量的に異なるだけであるなら
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ば，P・Lは一・定でなければならない。然るに実験
成績から明らかな如く，P．1．が初期に高く；次第に
低’下するという事は，第…反回と第二反慮の増加
の割合が初期と後朝で異なり，後期に至るにつれ
て第一・反慮の増加率の方が第二反慮の増加率より’
大である事を意味する。
　　第一一反慮に関慨する物質としては，今日，蛋
白，polypeptide含硫アミノ酸，　mucoP「otein等が考
えられ，また第二反感に関與するものとしては，
之をsulfosalicylic　acidで除蛋服した残り，なかん
づくmucoprotelnが考えられている。從ってP．1．
が卿卵日敷を経る毎に低下するという事実は，胎
生初期と後期におV・て，第一反慮と第二反慮に関
輿する物質の割合が異なる事を意味し，胎生初期
にはmucoproteinが比1咬的多く，後期に至ると之
が比較的減少すると考える事が下期る。從って胎
生初期と後期において，胎兇の代謝，なかんづく
蛋白代謝に差異のある事が推定される。
　　なお試みに成鶏血清についてそのP．1・を取っ
て見ると，丁度十四のP．1・の延長された罪な値を
示す。この際，細．織圧搾液と血清とを直接比較す
る事の可否については，胎V己外液（卵白液化水）に
ついての成績（第2表）が圧搾液のそれと牛行ずる
事からその廉恥性が認められる。
　　融って癌患者血清につV・て見るに，そのP，L
はll｛常人ltrL清のそれより大である。　P．しが大であ
る事を悪性度の一つの表現と看起し，この関係を
笑〔｝三兄に適用して見ると．発育の急激な胎生初期
のもの程，後期のものに比べて癌患者血清的であ
るども云える。
　　癌患苦血清と1E常人血清においては，前者は
後者に比し第一・反響は小，第＝二反慮は大なる結果
P・1・が大となっている。從って相対的に第二反感
に関興する物質（mucopro亡eiil）が多）・事を示してい
る。本圧搾液については蛋白含量が異なる爲，個
々の第一一・反慮及び第二反感波高を比鮫出擁ぐないの
は遺憾であるが，とに角，P・1・の上から癌血清との
間に，類似性が認められる事1ま興味ある処である。
　　つぎに本厘搾液の波は胎生初期において特異
な性質が見られる。即ち第一反慮に於て最も顯著
な事は，初期のその波高が著しく小さい事である。
然もこれは即興に蛋白車力§少ない事に帰せられな
いものがある。何故ならばsulfosalicylic　adidに：よ
って，後期のものと殆んど大差がない族，蛋ドiは
沈澱し，またpolarogramに同時に現われるcobalt
波は，蛋自量が少ない時にぱ却って大となる事は
吾々がしばしば経験する所であるが，この場合に
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はcobalt波も同時に抑えられて極めて小さいから
である。
　　また第二反感波型について見ても，［第2図］
に示す様に，その第1波は他の蛋白質における第
1波の如く著明でなく，漸次第皿波に移行する様
な形を取る。これらの事実は，胎生初期に於ける
蛋白質はpolarograph的に紫与異な性質をイ∫する事
を示唆することも考えられる。
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紅織培養の研究に糠れば，鶏胎兇圧搾液は増
刷四壁の成長促進作用を有し，しかもその作用は
SH基と密接な闘係があると云われる4）。　これは
SH基の反鷹であるnitroprussid反慮による定性
試験であるが，鶏胎児の如何なる期において成
長促進物質が最大となるかを定量的に槍べようと
するならば，各期圧搾液の蛋自含最を一定にして
polarograph的にその8H基を定量すればよい。但
しこの際，蛋白質は変性を起すとそのSH基が露
出されるからi）），本実験で行っている様なKOH変
性は避けなければならなV・e從って生の蛋白をそ
のまま用いるとか，変性操作を除外したその他の
方法6）7）によらなければならない。此の種の研究も
興味ある所であるが，之は今後に譲りたい。
摘　　要
　　卵孚卵5H，7i」，8．日，14日，16　Hの鶏胎脳圧擢液及び
成鶏血清のpol狸。望aph撮影を，癌血清診断の方法に準じ
て行った。　　　　　　●
　　その結果　Protein　lndexは胎生初期のものに大で，懸
卵肖数を経るにつれて次第に低下する傾向が見られる。こ
の事から胎生初期におけて蛋自代謝は，後期並びに成鶏の
それと異なる享が示唆される。
Summary
　　1’oli‘　rograms’　of　press　juice　of　chickembryo　（incubated　for　5　days，　7　dic　ys，　8　days，　14　days，　16　days）
and　ch｛ckserum　were　obtained　according　with　the　method　of　polarographic　cancer　diagnosisb
　　As　the　result，　protein　index　is　the　higher　embryo　is　the　earlier　and　gradua／ly　it　decreases’
with　pass｛ng　daijs．
　　Then　it　is　suggeSted　that　the　metabolism　of　proteln　in　ea．　rly　viviparous　p’eriod　differes　from
that　of　late　and　adult．
4｝藤井隆：動物細胞の増殖と分化37～39．
5）　Arnold：　Z．　physiol．　chem，，　70，　300．　S’14（1911）．
6）　Mirsky　＆　Anson：　J．　Gen．　physiol．，　19，　3・07　（1935）．
7）岩本五耶：i71本生理学雑誌，13，8，356（1951）．
